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A male specimen of Maceda mansueta WALKER (Noctuidae, 
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大 阪 府立 大 学 農学 部 慣 虫 学 教室 の 黒子 浩 博士 の 御 好意 で , 日 本 未 記録 の リン ガ 車 科 の 1 種 を 調べ る と と が で きた 
の で 報告 する . 機会 与え て 下さ っ た 黒子 墜 士 に あつ く お 礼 申 上 げ る . 


Maceda mansueta WALKER スカ シナ チャ オビ リン が ガ ( 新 称 ) 


Maceda mansueta WALKER, 1857, List Spec. Lep. Coll. B. M., 13: 1141. 

み . 開 張 約 26 mm. 触角 は 微 毛 状 だ が , 節 か ら 生 ずる 毛 は 長い . 頭 部 お よび 胸 背 は 淡 褐色 , 体 の 腹面 は 白色 , 
前 次 は 肖 褐 色 , 前 縁 は や や 棒 黄 色 を お びる . 内 横線 お よび 外 横線 は 暗 掲 色 , 内 横線 は は ば 斜 に 直線 状 を 時 する. 外 
横線 は 前 縁 より 第 6 脈 付近 まで わずか に 外 竹 し , 以下 強く 内 方 へ まがり 波状 を 呈し , 軒 中 脈 右 付近 で ふた た び 外 方 
へ ま が る . 前 正中 室外 半 部 に は , 上 方 部 に 細長 い fovea ( 刻 孔 ) を 有 し , 鱗 岳 を 欠い て いる ・ 区 状 紋 は tovea の 















































2 ・ NN 宙 か ん ; 時 
Figs. 1-3 Maceda mansueta WALKER @, Kagoshima. 
1: Upperside. 2: Underside. 3: An enlarged aspect 
of the underside of left wings, showing the foveal 
opening, 


端 部 に 接する 一 暗色 点 で 代表 され る . 亜 外縁 線 は 明瞭 で な い . 庄 頂 付近 か ら 外 縁 部 と か け て 暗色 影 が あり , 後 角 付 
近 も や や 暗色 を お びる . 後期 の 前 緑 部 は 幅 ひ ろく 暗 褐 色 , 外縁 部 お よび 内 緑 部 も ひろ く 購 褐色 を 呈す る . 中 室 の 下 
方 お よび 中 室 端 と その 外 方 に 白色 部 を の と し , その 部 分 の 期 脈 は 暗色 を 基 す る . 第 1 一 3 脈 の 間 で 外縁 に 接する Fi 
色 斑 が あり , その 部 分 で は 緑 包 も 白色 . 

前 次 裏面 で は , 中 室 の 外 半 部 前 域 と 第 8, 4 室 の 基部 に か け て 円 色 , は ほ は と ん ど 鱗 庁 を 欠い て お り , 後 閉 で は 内 方 
約 2/3 は 白色 , 外 桶 部 は 賭 褐色 を 呈す る ・ 

所 検 標本 : ず , 鹿児島 県 肝属 郡田 代 町 術 , 21. IV. 1958 (保田 激 郎 氏 採集 ). 大 阪 府立 大 学 農学 部 昆虫 学 教室 所 
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本 種 の ゃ は 日 本 で は 未知 で ある が , 前 半 の fovea を 欠く . 本 種 は セイ ロン , アン ダマ ン , ニコ バル , ペラ ク , 
ボル ネオ , スマ トラ , セレ ベス , ニュ ー ギ ニア , オー スト ラリ ア 作 分 布 し , アジ ア の 大 陸 部 か ら は ほとん ど 知 られ 
て いな い . HAMPSON (1912, Cat. Lep. Phal. B. M., 12: 569-570, text-fig. 217, @) は 1 属 1 種 と し て いる 
が , の ち に 主として ニュ ー ギ ニア か ら 同 属 の 5 種 が 記載 され て いる の で , と の 戦は 元 来 パ プア 系 要素 で も る の か も 
し れ な い . 日 本 の 隣接 地域 で は まっ た く 記 録 さ きれ た と と が な く , さき に 私 (1965, 則 と 星 , 14: 82) が 彦山 か ら 記 
録 し た Maurilia iconica (WALKER) チャ オビ リン ガ な ど と 同様 , 本 種 も お そら く 日 本 の 土着 種 で は な いも の と 
推定 され る ・. 





Summary 


A record, probably as unusual comer, of Maceda mansueta WALKER in Japan is here presented from 
a male specimsn kept in the collecton of Entomological Laboratory, University of Osaka Prefecture, 
Sakai. The Specimen data as labelled are “KYUSHU/ Tashiro/ Kagoshima Pref./ 21. IV. 1958/ T. 
YASUDA”, 





準 ク ッ カ ケモ ン キ チョ ウ の 1 例 に つい て 
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松 野 武敏 
青森 県 弘前 市 新 寺 町 185 


モン キチ ョ ワウ の 異常 型 の 一 つ で ある クツ カケ モン キチ ョ ウ Colias erate poliographus ab. kutsukakensis 
YokoyAMA を 青森 県 下北 半島 で 得 た の で 記録 し て お きた い . 

, 青森 県 下北 郡 東通 村 小 田野 沢 , ML. 4. 1969, 松野 武敏 採集 並び 所蔵. 

i 前 将 長 27mm. 交 の 地 色 は ほぼ 一 様 に 黄色 で , 左 生 前 後 甚 表面 の 外縁 黒 帯 由 に は 黄斑 を 認め な い 
人 が 斑紋 を 形成 する に 至ら な い ) (写真 参照 ). 裏面 で は 前 後 翔 
と も 斑紋 の 異常 が 見 出さ れ な い . 

と の 個体 は 午後 1 時 基 , 太平 洋 に 面 し た 馬 の 放 牧 に 利用 され 
て いる 草原 で 飛ん で いる と と ろ を , 斑紋 の 異常 に 気付 き ネ ッ ト 
に 入れ た も の で , その 後 同 地点 で 連続 し て モン キチ ョ ウゥ 5 る 
を 捕え て みた が , 他 に 斑紋 異常 を 示す も の は な か っ た . 

と の 異常 型 は 青森 県 内 か ら す で に 2 例 の 確実 な 報告 り 9? ( い 
ずれ も 弘前 市 内 産 ) が ある は ほか, 八甲田 大 田代 附近 か ら の ミヤ 
マモ ン キ チョ ウ の 古い 記録 ?2 も と の 現に 含ま れる も の で は な 
いか と の 推定 が な され て いる が 95, 標本 は 現存 し な い . し た が 
っ て 下北 の 個体 は 確実 な 第 3 番目 の 標本 と な る も の と 思わ れ 

















青森 県 下北 部 東 通 村 の クツ カケ モン キチ ョ ウ 
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